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１．新学習指導要領における大きな話題
2018 年「探究の過程」を重視するという高等学校

学習指導要領が告示された。私の 40 年以上の中等教
育現場の中で大変画期的な内容であった。「化学」で
はエンタルピーが導入され，わが国では長い間慣れ親
しんできたが，国際標準からはかけ離れていた熱化学
方程式の記述が消えた。「化学基礎」では，2019 年
５月 20 日から物質量（mol）の定義がかわり，シリ
コン Si 結晶の X 線回折で正確に測定されたアボガド
ロ定数そのもので定義されることになった。

▲ p.109 正確なアボガドロ定数の測定

２．主体的・対話的で深い学び
新学習指導要領　理科では，科学的に探究する学

習活動を通して，生徒の主体的・対話的で深い学びの
実現を目指した授業改善を図ることが述べられている。
このような理念をすべての単元で具現化することは，
時間と予算の限界がある現場においてなかなか難しい
と思われる。まずは，今回の学習指導要領改訂を自分
の授業を見直す良い機会ととらえ，それぞれの学校が
おかれている環境に合わせて，まずはできるものから，
始めれば良いのではないかと思う。

３．実教出版「化学基礎 academia」の特長
はじめに実験・観察以外での記述の工夫をみてみ

よう。

① Beginning と from Beginning
節の冒頭にはその節の学習内容に関連した問いか

けとして Beginning を設定した。Beginning がその節
を学習する動機付けを高め，授業を開始するときの対
話のテーマなどにも利用できる。内容的には深い学び
にもつながるので，節の後半 from Beginning で解説
している。

▲ p.28 Beginning / p.47 from Beginning

② Thinking Point
学習内容や教科書の図・表，実験に関連して「思

考・判断する題材を設定している。

▲ p.53 Thinking Point（イオン結晶の融点）
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今回の共通テスト（化学基礎　第 2 問）における「陽
イオン交換樹脂」のような出題をみると，この探究編
の題材をリード文でくわしく説明して出題されても，
おかしくないテーマである。

▲ p.223 ケテラーの三角形

⑤　IUPAC 勧告にしたがった元素の分類
すでに現行の 315 化学基礎新訂版から２族元素す

べてをアルカリ土類金属元素と呼んでいるが，新学習
指導要領にしたがい，亜鉛 Zn，カドミウム Cd，水銀
Hg の 12 族を遷移元素に分類した。

４．最後に実験について
この教科書には 17 の科学的に探究する学習活動で

ある実験が掲載されている。その中には新学習指導要
領に準じて新たにダニエル電池をつくり，しくみと原
理を考える実験も加わった。陰極線の演示実験から原
子構造に関する探究授業を展開することもできる。発
泡スチロールなどの材料を利用して分子モデルをつく
り，電子対反発則まで扱う授業もあるであろう。また，
終章の「化学が拓く世界」では，安全な水道水を得る
ための科学技術などがテーマになっている（教科書
p.201～203）。それに関連して近くの河川などの
COD や DO を測定して議論することも可能であり，
発表授業もできるであろう。先ほども述べたが，まず
は，それぞれの学校の環境にあった主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善が大切である。

５．全国の先生へメッセージ
化学基礎 academia は，上述の特長以外にも様々な

工夫をした。この教科書で皆さまの学校の化学教育に
寄与できれば，執筆陣一同望外の喜びである。

③特集の設定
各章ごとに，本文にはおさまりにくいが重要な

テーマを特集として設定した。新学習指導要領には科
目相互・他教科との関連に留意し，その連携を図るこ
ととある。第１章の終わりには，特集１として「宇宙
の歴史と元素」を掲載した（教科書 p.49）。なお特集
４は滴定の基本と電気伝導度滴定，逆滴定，DO，
COD がすべてまとめられており，滴定操作を通じて
実験・観察の深い学習が期待される（教科書 p.194～
199）。つまり，新しい実験計画の一助になり，見通
しをもった観察，実験を行うとはどういうことかが醸
成できる。また，今回はじめて設けられた終章の「化
学が拓く世界」にふさわしい特集５として，2019 年
にノーベル化学賞を受賞した吉野　彰さんの単独イン
タビューを５ページにわたり掲載した（教科書 p.208
～212）。研究に対する考え方が学べる貴重なページ
である。

▲ p.208 特集５　リチウムイオン電池が拓く世界

④　探究編の充実（教科書 p.214～225）
化学基礎で学んだ知識や考え方についてさらに探

究してもらうページである。例えば電気陰性度という
概念を化学結合の分類まで深めることは , 実験結果を
考察して調査するときの道具になるであろう。また，


